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平
成

2
4
年

3
月

2
8
日

　
○

○
○

○
○

広
島

市
教

育
委

員
会

　
○

○
○

○
○

幼
児

教
育

セ
ン
タ
ー
的

な
役

割
〈
相

談
機

能
・
支

援
（
６
園

）
〉

幼
児

教
育

の
中

枢
的

な
役
割

〈
研

究
実

践
・
研

修
・
情

報
発

信
・
啓

発
（
各

園
）
〉

市
立

幼
稚

園
拠

点
園

の
役

割
と
機

能

●
幼

児
教

育
の

今
日

的
課

題
：

・
子

ど
も

の
育

ち
の

変
化

（
基

本
的

生
活

習
慣

の
欠

如
､
自

制
心

や
規

範
意

識
の

不
足

､
小

１
プ

ロ
ブ

レ
ム

な
ど

）

・
家

庭
の

教
育

力
の

低
下

（
親

の
孤

立
化

に
よ

る
育

児
不

安
､
子

育
て

に
夢

を
抱

け
な

い
親

､
過

重
労

働
の

影
響

な
ど

）
・

地
域

社
会

の
教

育
力

の
低

下
（

子
ど

も
同

士
で

遊
び

な
が

ら
成

長
す

る
体

験
の

不
足

､
身

近
な

遊
び

場
の

減
少

な
ど

）
・

幼
稚

園
教

員
等

の
人

材
育

成
が

不
十

分
（

保
護

者
と

の
関

係
づ

く
り

や
保

育
実

践
の

能
力

の
低

下
な

ど
）

●
国

の
動

向
：

H
1

8
年

教
育

基
本

法
の

改
正

・
幼

児
期

の
教

育
は

生
涯

に
お

け
る

人
格

形
成

の
基

礎
を

培
う

重
要

な
も

の
で

あ
る

こ
と

を
規

定
・

幼
稚

園
か

ら
大

学
ま

で
の

体
系

的
･
組

織
的

教
育

の
確

保

H
1

9
年

学
校

教
育

法
の

改
正

・
幼

稚
園

を
子

ど
も

が
最

初
に

入
学

す
る

学
校

と
し

て
規

定
・

幼
稚

園
は

義
務

教
育

及
び

そ
の

後
の

教
育

の
基

礎
を

培
う

も
の

で
あ

る
こ

と
を

明
確

化
・

家
庭

及
び

地
域

の
幼

児
教

育
支

援
に

関
す

る
規

定
を

新
設

H
2

0
年

幼
稚

園
教

育
要

領
の

改
訂

保 護 者 ・ 地 域
発

信
発

信

相
談

ア
ド
バ

イ
ス

連 携

連
携

教
育

セ
ン
タ
ー

（
研

修
）

指
導

第
一

課

小 学 校 私 立 幼 稚 園 公 ・ 私 立 保 育 園

相
談

●
拠

点
園

の
役

割
：

○
広

島
市

全
体

の
幼

児
教

育
の

中
枢

的
な

役
割

を
担

い
、

就
学

前
教

育
･
保

育
の

よ
り

一
層

の
充

実
・

振
興

を
図

る

○
広

島
市

全
体

の
幼

児
教

育
セ

ン
タ

ー
的

な
役

割
を

担
う

●
拠

点
園

の
機

能
：

ア
研

究
･
実

践
・

様
々

な
幼

児
教

育
の

課
題

に
つ

い
て

の
実

践
的

研
究

を
推

進
し

、
私

立
を

含
む

全
幼

稚
園

に
そ

の
成

果
を

提
供

す
る

イ
研

修
・

教
員

等
の

専
門

性
を

高
め

る
と

と
も

に
、

多
様

な
教

育
課

題
に

対
応

で
き

る
教

育
力

の
向

上
を

図
る

・
幼

・
保

・
小

連
携

の
充

実
に

向
け

、
教

員
と

保
育

士
間

の
相

互
理

解
と

幼
児

教
育

に
対

す
る

共
通

認
識

を
図

る

ウ
教

育
相

談
･
支

援

・
全

市
の

保
護

者
や

教
員

か
ら

の
相

談
に

対
応

す
る

と
と

も
に

関
係

機
関

と
連

携
し

、
必

要
な

支
援

や
情

報
提

供
を

行
う

・
保

護
者

や
地

域
に

対
す

る
子

育
て

支
援

な
ど

を
行

う

エ
幼

児
教

育
に

係
る

情
報

提
供

・
啓

発
活

動
・

本
市

の
幼

児
教

育
に

関
す

る
調

査
等

を
行

い
、

保
護

者
や

教
員

に
情

報
提

供
す

る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
情

報
発

信

・
拠

点
園

連
絡

調
整

会
議

の
開

催
・
運

営
・
市

立
幼

稚
園

長
会

の
開

催
・
運

営

・
市

立
幼

稚
園

の
実

践
を

H
P
で
発

信
・
国

、
他

都
市

、
関

係
機

関
等

の
情

報
収

集

基
町

幼
稚

園

〔
連

携
園

〕

安
東

幼
稚

園
安

幼
稚

園
安

西
幼

稚
園

こ
ど
も
療

育
セ
ン
タ
ー

（
相

談
・
医

療
部

門
）

特
別

支
援

学
校

（
相

談
・
指

導
・
助

言
）

児
童

相
談

所
（
相

談
・
援

助
）

指
揮

・
監

督

連 携

特
別

支
援

教
育

・
園

児
へ

の
関

わ
り
方

・
各

関
係

機
関

と
の
連

携

〔
連

携
園

〕

福
木

幼
稚

園
上

温
品

幼
稚

園
温

品
幼

稚
園

矢
賀

幼
稚

園

三
者

連
携

・
教

育
資

源
の
活

用

・
三

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ

く
り

（
園

庭
開

放
、
子

育
て
サ
ー

ク
ル
活

動
）

〔
連

携
園

〕

八
木

幼
稚

園
上

緑
井

幼
稚

園
緑

井
幼

稚
園

川
内

幼
稚

園

長
束

幼
稚

園

親
育

ち
支

援

・
親

の
子

育
て
力

向
上

・
親

同
士

の
交

流
促

進

〔
連

携
園

〕

亀
崎

幼
稚

園
真

亀
幼

稚
園

落
合

幼
稚

園

落
合

東
幼

稚
園

教
員

の
資

質
向

上

・
私

立
幼

、
保

、
小

教
員

研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
園

内
研

修
資

料
作

成
・
研

修
体

系
プ
ロ
グ
ラ
ム

〔
連

携
園

〕

中
筋

幼
稚

園
古

市
幼

稚
園

大
町

幼
稚

園
北

祇
園

幼
稚

園

山
本

幼
稚

園

幼
保

小
中

連
携

・
幼

保
小

の
継

続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
三

年
保

育
の
研

究

〔
連

携
園

〕

瀬
野

幼
稚

園
矢

野
幼

稚
園

阿
戸

幼
稚

園

船
越

幼
稚

園

連 携

H
2

2
年

3
月

「
広

島
市

立
幼

稚
園

の
今

後
の

方
向

性
」

・
市

立
幼

稚
園

2
7
園

を
募

集
区

域
を

基
本

と
し

た
エ

リ
ア

に
分

け
、

各
エ

リ
ア

に
少

な
く

と
も

１
園

を
「

存
続

」
と

す
る

・
幼

児
教

育
の

重
要

性
を

考
え

、
「

存
続

」
す

る
園

の
う

ち
、

区
で

1
～

2
園

を
「

拠
点

園
」

と
位

置
付

け
る

指
導

助
言
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平
成

２
８

年
１

０
月

６
日

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

企
画

課
教

育
委

員
会

事
務

局
指

導
第

一
課

本
市

の
幼

児
教

育
（

幼
稚

園
・

保
育

園
・

認
定

こ
ど

も
園

等
）

の
現

状
・

課
題

と
今

後
の

方
向

性

○
各

施
設

の
特

色
と

現
状

幼 児 教 育 の 充 実 に 向 け て

１
幼

児
教

育
の
重
要
性

３
市

立
幼

稚
園
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
と
課
題

平
成

２
４
年

度
か

ら
市

立
幼

稚
園

６
園

を
幼

児
教

育
セ
ン
タ
ー
的

な
役

割
を
担

う
「
拠

点
園

」
と
し
て
位

置
づ
け
、
「
研

究
・
実

践
」

「
研

修
」
「
教

育
相

談
・
支

援
」
「
幼

児
教

育
に
係

る
情

報
提

供
・
啓

発
活

動
」
に
取

り
組

ん
で
き
た
が

、
次

の
よ
う
な
課

題
が

生
じ
て

い
る
。

【
課

題
】

●
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
機
能
の
課
題

・
教
育
委
員
会
と
こ
ど
も
未
来
局
と
の
幼
児
教
育
の
連
携

・
市
立
幼
稚
園
と
私
立
幼
稚
園
、
保
育
園
と
の
連
携

・
小
学
校
と
私
立
幼
稚
園
、
保
育
園
と
の
連
携

・
私
立
の
幼
稚
園
、
保
育
園
等
の
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援

●
幼
児
教
育
の
内
容
の
充
実

・
教
育
要
領
、
保
育
指
針
の
幼
児
教
育
・
保
育
現
場
へ
の
指
導

・
本
市
が
策
定
し
た
「
就
学
前
教
育
・
保
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
現
場
へ
の
浸
透

●
幼
保
小
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
の
保
障

・
小
学
校
区
内
に
市
立
幼
稚
園
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
の
幼
保

間
、
保
小
間
の
連
携

・
「
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
作
成

●
私
立
幼
稚
園
・
保
育
園
等
の
課
題
と
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

・
全
て
の
幼
児
の
教
育
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
機
能
を
備
え
た
「
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置

・
巡
回
指
導
が
可
能
な
「
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
配
置

・
教
員
研
修
の
公
私
一
体
的
な
実
施

・
特
別
支
援
教
育
の
公
私
一
体
的
支
援
体
制
の
整
備

・
小
学
校
と
の
連
携
を
市
立
幼
稚
園
が
リ
ー
ド
し
て
推
進

・
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
教
育
モ
デ
ル
の
実
践
提
案

●
小
学
校
低
学
年
に
お
け
る
児
童
の
課
題

・
学
校
生
活
へ
の
不
適
応

・
基
本
的
生
活
習
慣
の
欠
如

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
不
足

・
自
制
心
や
規
範
意
識
の
不
足

・
学
び
に
対
す
る
関
心
意
欲
の
低
下

・
基
本
と
な
る
運
動
能
力
の
低
下

・
学
校
に
お
け
る
暴
力
行
為
の
低
年
齢
化

４
幼

児
教

育
推

進
の
方

向
性

公
私

の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
、
小
学
校

へ
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
解
決
に
向
け
て
幼
児
教
育
推

進
体
制
を
構
築
し
、
10
年
後
、
2
0年

後
の
更
な
る
幼
児
数
の
減
少
を
見
据
え
た
、
本
市
の
幼
児
教
育

の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
、
検
討
を
行
う
。

●
公

私
の

幼
稚

園
・

保
育

園
・

認
定

こ
ど

も
園

等
を

含
め

た
一

体
的

な
広

島
市

の

幼
児

教
育

向
上

に
係

る
推

進
体

制
の

構
築

●
幼

稚
園

・
保

育
園

・
認

定
こ

ど
も

園
等

に
対

し
て

教
育

内
容

・
指

導
方

法
等

に

関
す

る
指

導
・

助
言

を
行

う
体

制

●
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

す
る

、
す

べ
て

の
幼

児
へ

の
発

達
過

程
に

お
け

る
継

続

的
な

支
援

体
制

●
幼

稚
園

・
保

育
園

・
認

定
こ

ど
も

園
等

に
共

通
す

る
保

育
者

の
資

質
向

上
の

た

め
の

研
修

体
制

●
１

０
年

後
、

２
０

年
後

の
在

り
方

ー
幼

児
教

育
ビ

ジ
ョ

ン
ー

教
育

内
容

、
施

設
数

、
教

員
・

保
育

士
の

確
保

、
研

修
、

公
私

の
役

割
分

担

行
政

に
よ

る
支

援
の

在
り

方
の

協
議

、
検

討

【
拠

点
園
の
役
割
と
機
能
】

円
滑

な
接

続
が

重
要

〈
幼

稚
園

・
保

育
園

等
〉

〈
小

学
校

〉

(
1
)

教
育
基
本

法
第

1
1条

幼
児

期
の

教
育

は
、

生
涯

に
わ

た
る

人
格

形
成

の
基

礎
を

培
う

重
要

な
も

の
で

あ
る

こ
と

に
か

ん
が

み
、

国
及

び
地

方
公

共
団

体
は

、
幼

児
の

健
や

か
な

成
長

に
資

す
る

良
好

な
環

境
の

整
備

そ
の

他
適

当

な
方

法
に

よ
っ

て
、

そ
の

振
興

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

(
2)

学
び

に
向
か
う

力
の

育
成

こ
れ

か
ら

の
社

会
を

生
き

抜
く

力
と

し
て

、
特

に
好

奇
心

や
協

調
性

、
頑

張
る

力
、

自
己

主
張

、
自

己
抑

制
な

ど
の

総
合

力
で

あ
る

「
学

び
に

向
か

う
力

（
社

会
情

動
的

ス
キ

ル
＝

非
認

知
的

ス
キ

ル
）

」

の
育

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
う

し
た

力
は

、
特

に
幼

児
期

に
お

け
る

遊
び

や
暮

ら
し

の
中

で
培

わ

れ
る

こ
と

が
研

究
等

で
も

明
ら

か
に

さ
れ

て
き

て
お

り
、

O
E
CD

を
は

じ
め

、
世

界
で

幼
児

教
育

、
学

び
に

向
か

う
力

の
重

要
性

が
再

認
識

さ
れ

て
い

る
。

【
就
学
前
教
育
の
効
果
】

社
会
情
動
的
ス
キ
ル
＝
非
認
知
的
ス
キ
ル
が
乳
幼
児
期
か
ら
児
童
期
に
培
わ
れ
る
こ
と
よ
っ
て
そ
の
後
の
学
業
成
績
に
影

響
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
市
場
か
ら
考
え
た
時
に
は
、
年
収
や
雇
用
状
況
、
賃
金
、
家
庭
形
成
、
健
康
、
犯
罪
な

ど
に
影
響
が
長
期
的
に
あ
る
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
何
十
年
間
に
も
わ
た
る
長
期
縦
断
研
究
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

●
ペ

リ
ー

就
学

前
計

画
（

ア
メ

リ
カ

）
・

就
学
前
教
育
（
３
～
４
歳
児
へ
の
２
年
間
の
教
育
）
へ
の
参
加
は
、
将
来
の
所
得
向

上
に

つ
な

が
る

こ
と

や
、

認
知

的
能

力
（

Ｉ
Ｑ

）
よ

り
も
、
非
認
知
的
能
力
（
動
機
付
け
、
粘
り
強
さ
、
自
制
心
等
）
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、

長
期

的
効

果
を

も
た

ら
す

可
能

性
を

示
唆

。
●

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｈ

Ｄ
（

ア
メ

リ
カ

）
・

３
歳
時
点
で
の
就
学

前
教
育
の
質
が
、
認
知
発
達
と
関
連
す
る
こ
と
や
、
４
歳

半
時

点
で

の
就

学
前

教
育

の
質

が
、

1
5
歳

時
点

の
学

業
成

績
や
社
会
性
と
関
連
。
（
※
就
学
前
教
育
の
質
が
高
い
と
後
の
成
績
が
高
い
）

●
Ｅ

Ｐ
Ｐ

Ｅ
（

イ
ギ

リ
ス

）
・

就
学
前
教
育
へ
の
参

加
年
数
の
長
さ
が
、
1
1
歳
ま
で
の
読
み
書
き
能
力
、
数
学
能

力
、

自
己

調
整

力
、

向
社

会
的

行
動

の
発

達
に

効
果

有
。

（
※
特
に
３
・
４
歳
時

点
で
の
就
学
経
験
の
差
が
そ
の
後
の
効
果
に
影
響
。
幼
児
教
育

の
質

が
低

い
場

合
幼

児
教

育
を

受
け

た
経

験
に

よ
る

効
果
は
な
い
。
）

※
国
立
教
育
政
策
研
究
所
：
教

育
再

生
実

行
委

員
会

議
第

３
分

科
会

（
Ｈ

2
6
.
1
2
.
3
）

特 別 支 援 教 育 （ 矢 賀 幼 ）

三 者 連 携 （ 長 束 幼 ）

親 育 ち 支 援 （ 船 越 幼 ）

幼 保 小 中 連 携 （ 落 合 東 幼 ）

教 員 の 資 質 向 上 （ 山 本 幼 ）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
・
情

報
発

信
（
基

町
幼

）

〔
幼

児
教

育
の

中
枢

的
役

割
〕

幼
児

教
育

セ
ン

タ
ー

的
な

役
割

関
係

機
関

教
育

セ
ン
タ
ー

指
導

第
一

課

保 護 者 ・ 地 域

小 学 校 私 立 幼 稚 園 公 私 保 育 園

２
現

状

【
公

立
・
私

立
保

育
園

】
所

管
：

厚
生

労
働

省

対
象

：
０

才
～

５
才

開
設

：
年

間
約

30
0日

時
間

：
１

１
時

間

※
延

長
あ

り

資
格

：
保

育
士

○
『

保
育

所
保

育
指

針
』

に
基

づ

き
家

庭
の

状
況

に
応

じ
柔

軟
か

つ
積

極
的

に
対

応
し

、
子

ど
も

と
家

庭
を

支
え

つ
つ

養
護

・
教

育
を

実
施

○
日

々
の

教
材

準
備

や
保

育
の

質

を
向

上
す

る
た

め
の

自
己

研
鑽

の
機

会
の

確
保

が
困

難

【
私

立
幼

稚
園

】
所

管
:
文

部
科

学
省

対
象

:
 ３

才
～

５
才

開
設

:
年

間
約

2
00

日

※
春

夏
冬

休
み

あ
り

時
間

:
 ４

時
間

～

※
預

か
り

保
育

あ
り

免
許

:
幼

稚
園

教
諭

○
『

幼
稚

園
教

育
要

領
』

の
ほ

か

設
立

者
が

自
ら

の
教

育
理

念

『
建

学
の

精
神

』
に

基
づ

き
､
各

園
で

特
色

あ
る

教
育

を
実

践

○
特

別
支

援
教

育
に

係
る

専
門

性

や
課

題
な

ど
に

対
応

す
る

た
め

教
員

の
資

質
能

力
の

向
上

が
急

務

【
市

立
幼

稚
園

】
所

管
:
文

部
科

学
省

対
象

:
３

才
～

５
才

開
設

:
年

間
約

2
00

日

※
春

夏
冬

休
み

あ
り

時
間

:
 ４

時
間

免
許

:
幼

稚
園

教
諭

○
『

幼
稚

園
教

育
要

領
』

に
基

づ

き
、

幼
児

教
育

を
実

践

○
拠

点
園

を
中

心
に

幼
児

教
育

の

課
題

解
決

に
向

け
た

実
践

的
な

研
究

・
研

修
を

実
施

○
就

園
児

数
が

減
少

傾
向

【
認

定
こ

ど
も

園
】

所
管

：
内

閣
府

対
象

：
０

才
～

５
才

①
幼

保
連

携
型

②
幼

稚
園

型

③
保

育
所

型

④
地

方
裁

量
型

資
格

：
①

･
･
･稚

園
教

諭
・

保
育

士
資

格
を

併
有

②
③

④
･
･
･満

３
歳

以
上

は
併

有
が

望
ま

し
い

満
３

歳
未

満
は

保
育

士
資

格

○
『

幼
保

連
携

型
認

定
こ

ど
も

園
教

育
保

育
要

領
』

を
踏

ま
え

て
教

育
・

保
育

を
実

施

幼
稚

園
型

は
『

幼
稚

園
教

育
要

領
』

保
育

所
型

は
『

保
育

所
保

育
指

針
』

に
基

づ
く

こ
と

が
前

提

現
状

で
は

、
幼
稚
園
、
保
育
園
等
に
お
け
る
根

拠
法
や
制
度
が

異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
幼

児
教
育

の
推
進

体
制

は
十

分
と
は
言

え
ず
、
こ
れ

を
充

実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
幼
稚
園
、
保
育
園
等
か
ら
小

学
校
へ

の
円
滑
な
接
続
を
図
る
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

参
考

：
本

市
の

園
数

及
び
就

園
児

数
（
平

成
2
8
年

5
月

1
日

現
在

）

市
立

幼
稚

園
私

立
幼

稚
園

保
育

園
認

定
こ
ど
も
園

公
立

私
立

公
立

私
立

園
（
か

所
）
数

1
9
園

7
3
園

8
8
か

所
1
1
0
か

所
1
園

1
9
園

合
計

（
人

）
1
,1

1
4
 

1
2
,1

4
0
 

1
1
,2

9
3
 

1
2
,4

4
3
 

5
9
 

4
,4

8
1
 

1
号

認
定

こ
ど
も
（
人

）
1
,1

1
4
 

1
2
,1

4
0
 

－
－

1
8
 

2
,1

0
1
 

2
号

認
定

こ
ど
も
（
人

）
－

－
7
,3

5
5
 

7
,0

4
8
 

3
0
 

1
,3

7
6
 

3
号

認
定

こ
ど
も
（
人

）
－

－
3
,9

3
8
 

5
,3

9
5
 

1
1
 

1
,0

0
4
 

※
公

立
保

育
園

の
数

は
公

設
民

営
（
1
か

所
）
を
含

む
※

私
立

保
育

園
の

数
は

分
園

（
9
か

所
）
を
含

む
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「
幼

児
教

育
の

推
進

体
制

構
築

事
業

」
に

か
か

る
体

制
イ

メ
ー

ジ
図

・
幼
児
教
育
に
係
る
内
容
や
公
私
の
機
能
分
担
に
つ
い
て

・
調
査
研
究
推
進
体
制
や
調
査
研
究
計
画
に
つ
い
て

・
調
査
研
究
の
実
施
状
況
の
確
認
・
調
査
研
究
内
容
に
つ
い
て

・
調
査
研
究
結
果
の
分
析
や
取
り
ま
と
め
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
に
つ
い
て

【
構
成
員
】

学
識
経
験
者
、
教
育
関
係
者
、
行
政
関
係
者
、
幼
・
保
園
長
会

小
学
校
長
会
、
教
諭
・
保
育
士
養
成
機
関

等

教
育

委
員

会
こ

ど
も

未
来

局

大
学

等

私
立

幼
稚

園
協

会

私
立

保
育

園
協

会

幼
児
教
育
の
推
進
体
制
構
築
に
向
け
た
懇
談
会

小
学

校

幼
稚

園
・

保
育

園
・

認
定

こ
ど

も
園

等

・
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
、
保
育
教
諭
に
対
す
る

一
体
的
な
研
修
体
系
の
提
供

・
訪
問
研
修
等
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
を
実
施

・
研
究
成
果
の
共
有

他

・
円

滑
な
接

続
・
課

題
へ

の
対

応

広
島

市
教

育
委

員
会

事
務

局
広

島
市

こ
ど

も
未

来
局

事
業
名
：
「
幼
児
教
育
の
推
進
体
制
構
築
事
業
」
（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
）

※
平
成
２
８
年
度
か
ら
３
年
間
の
同
省
か
ら
の
受
託
事
業

・
幼
児
教
育
に
係
る
指
導
・
助
言

・
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
指
導
・
助
言
・
援
助
・
研
修

研
究

成
果

の
普

及
・
共

有
共

同
し
た
研

究
・
研
修

幼
児

教
育

支
援

協
議

会
（

幼
児

教
育

セ
ン

タ
ー

機
能

）

【
役

割
・
機

能
】

・
幼

児
教

育
・
保

育
の
質

・
内

容
・
指

導
方

法
の
向

上
等

に
関

す
る
調

査
研

究
・

幼
稚

園
教

諭
・
保

育
士

・
保

育
教

諭
や

幼
児

教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
対

す
る
研

修
機

会
の
提

供
・

幼
稚

園
・
保

育
園

・
認

定
こ
ど
も
園

等
に
対

す
る
指

導
・
助

言
・
情

報
提

供
・

地
域

の
実

態
や

保
護

者
の
事

情
等

を
踏

ま
え
た
子

育
て
支

援
の
取

組
に
係

る
検

討
等

特
別
支
援
教
育

障
害
児
保
育

三
者
連
携

親
育
ち
支
援

保
護
者
支
援

幼
保
小
連
携

教
員
・
保
育
士
の

資
質
向
上

情
報
発
信

幼
児

教
育

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

訪
問

支
援

、
指

導
・
助

言

連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

参 画 ・ 連 携

推
進

体
制

拠
点

園
（

公
立

・
私

立
の

幼
稚

園
・

保
育

園
・

認
定

こ
ど

も
園

の
一

部
）

幼 児 教 育 ・ 保 育 に 係 る 研 修 の 実 施 及 び 指 導 ・ 助 言 等

他

文
部
科
学
省
に
お
け
る
名
称
：
「
調
査
研
究
実
行
委
員
会
」

研
修
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
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幼児教育の推進体制構築に向けた懇談会開催要綱 

 
 

（目的） 
第１条 幼児教育の推進体制構築事業の円滑な推進に当たり、専門的見地から幅広く意

見を聴取するため、幼児教育の推進体制構築に向けた懇談会（以下「懇談会」という。）

を開催する。 
 
（意見聴取） 

第２条 懇談会において、次の各号に掲げる事項についての意見を聴取する。 

 ⑴ 地域の幼児教育の拠点となる幼児教育センターの設置に関すること。 

 ⑵ 「幼児教育アドバイザー」の育成・配置に関すること。 

 ⑶ その他幼児教育の推進体制構築に関すること。 

 

 （組織） 
第３条   
 ⑴ 懇談会の構成は次のとおりとし、学識経験者から１名を座長とする。 
   なお、本懇談会は必要に応じ、次以外の関係者の協力を得ることができる。 

① 学識経験者 
② 教育関係者 
③ 関係団体代表者   

  ⑵  懇談会に事務局を置き、構成は次のとおりとする。 
① こども未来局保育企画課長 
② こども未来局保育指導課保育園運営指導担当課長 
③ 教育委員会事務局教育企画課長 
④ 教育委員会事務局学校教育部指導第一課長 
⑤ 教育委員会事務局学校教育部特別支援教育課長 
⑥ 教育センター次長 

 
（庶務） 

第４条 懇談会の庶務は、教育委員会事務局教育企画課及び学校教育部指導第一課にお

いて処理する。 
 
 

附 則 
この要綱は、平成２８年８月１日から施行する。 
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幼児教育の推進体制構築に向けた懇談会開催要綱 

 
 

（目的） 
第１条 幼児教育の推進体制構築事業の円滑な推進に当たり、専門的見地から幅広く意

見を聴取するため、幼児教育の推進体制構築に向けた懇談会（以下「懇談会」という。）

を開催する。 
 
（意見聴取） 

第２条 懇談会において、次の各号に掲げる事項についての意見を聴取する。 

 ⑴ 地域の幼児教育の拠点となる幼児教育センターの設置に関すること。 

 ⑵ 「幼児教育アドバイザー」の育成・配置に関すること。 

 ⑶ その他幼児教育の推進体制構築に関すること。 

 

 （組織） 
第３条   
 ⑴ 懇談会の構成は次のとおりとし、学識経験者から１名を座長とする。 
   なお、本懇談会は必要に応じ、次以外の関係者の協力を得ることができる。 

① 学識経験者 
② 教育関係者 
③ 関係団体代表者   

  ⑵  懇談会に事務局を置き、構成は次のとおりとする。 
① こども未来局保育企画課長 
② こども未来局保育指導課保育園運営指導担当課長 
③ 教育委員会事務局教育企画課長 
④ 教育委員会事務局学校教育部指導第一課長 
⑤ 教育委員会事務局学校教育部特別支援教育課長 
⑥ 教育センター次長 

 
（庶務） 

第４条 懇談会の庶務は、教育委員会事務局教育企画課及び学校教育部指導第一課にお

いて処理する。 
 
 

附 則 
この要綱は、平成２８年８月１日から施行する。 

広島市幼児教育支援協議会設置要綱 

 
（目的） 

第１条 教育委員会事務局及びこども未来局が連携・協働し、幼児教育センター機能等に

ついて調査研究を行うため、広島市幼児教育支援協議会（以下「協議会」という。）を

設置する。 
 
（所掌事務） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項について調査研究を行う。 

 ⑴ 幼児教育・保育の質・内容・指導方法の向上等に関すること。 

 ⑵ 幼稚園教諭・保育士・保育教諭や幼児教育アドバイザーに対する研修機会の提供に 

関すること。 

 ⑶ 幼稚園・保育園・認定こども園等に対する指導・助言・情報提供に関すること。 

 ⑷ 地域の実態や保護者の事情等を踏まえた子育て支援の取組に関すること。 

 ⑸ その他幼児教育センター機能に関すること。 

 

 （組織） 
第３条  委員は次に掲げる職にある者をもって充てる。 
 ⑴ 教育委員会事務局教育企画課長 
 ⑵ 教育委員会事務局学校教育部指導第一課長 
 ⑶ 教育委員会事務局学校教育部特別支援教育課長 
 ⑷ 教育委員会事務局学校教育部生徒指導課長 

 ⑸ 教育センター次長 

 ⑹ こども未来局保育企画課長 

 ⑺ こども未来局保育指導課保育園運営指導担当課長 
  

 （委員長等） 
第４条 会議に委員長を置く。 
２ 委員長は教育委員会事務局教育企画課長をもって充て、副委員長は学校教育部指導第

一課長及びこども未来局保育企画課長をもって充てる。 
３ 委員長に事故があるときは、副委員長が委員長の職務を代理する。 
 
 （会議等） 
第５条 会議は、必要に応じ、委員長が招集する。 
２ 委員長は、必要があると認めるときは、協議会構成員以外の職員の出席を求め、意見

を聴くことができる。 
 
 （ワーキング会議） 
第６条 幼児教育センター機能等に係る具体的な調査研究を行うため、協議会にワーキン

グ会議を置く。 
２ ワーキング会議は、委員長が指名する職員をもって構成する。 
３ ワーキング会議に座長を置き、座長は、ワーキング会議構成員のうちから委員長が指

名する。 
４ ワーキング会議は、必要に応じ、委員長が招集する。 
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５ 座長は、委員長の命を受け、ワーキング会議を運営する。 
６ 委員長は、必要があると認めるときは、ワーキング会議構成員以外の職員の出席を  

求め、意見を聴くことができる。 
７ ワーキング会議の開催のほか、ワーキング会議構成員は、必要に応じ密接に協議・調

整を行うものとする。 
８ その他ワーキング会議の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。 
 

（庶務） 
第７条 協議会及びワーキング会議の庶務は、教育委員会事務局教育企画課において処理

する。 
 
 （補則） 
第８条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、委員長が定め

る。 
 

附 則 
この要綱は、平成２８年９月１日から施行する。 
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５ 座長は、委員長の命を受け、ワーキング会議を運営する。 
６ 委員長は、必要があると認めるときは、ワーキング会議構成員以外の職員の出席を  

求め、意見を聴くことができる。 
７ ワーキング会議の開催のほか、ワーキング会議構成員は、必要に応じ密接に協議・調

整を行うものとする。 
８ その他ワーキング会議の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。 
 

（庶務） 
第７条 協議会及びワーキング会議の庶務は、教育委員会事務局教育企画課において処理

する。 
 
 （補則） 
第８条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、委員長が定め

る。 
 

附 則 
この要綱は、平成２８年９月１日から施行する。 

 
 

研修に関する連絡協議会開催要綱 
 

 （目的） 
第１条 本市全体の幼児期の教育・保育の質の向上に向け、幼稚園教諭、保育士、保育教諭

に対する一体的な研修体系の構築、幼児教育アドバイザーに対する研修等について、専門

的な見地から幅広く意見を聴取するため、研修に関する連絡協議会（以下「連絡協議会」

という。）を開催する。 
 

 （意見聴取） 
第２条 連絡協議会において、次の各号に掲げる事項についての意見を聴取する。 
⑴ 幼児教育・保育の内容・指導方法の向上等の研修に関すること。 
⑵ 幼稚園教諭・保育士・保育教諭や幼児教育アドバイザーに対する研修に関すること。 
⑶ その他幼児教育・保育の研修に関すること。 

 
 （組織） 
第３条 

⑴ 連絡協議会の構成は次のとおりとする。 
   なお、本連絡協議会は必要に応じ、次以外の関係者の協力を得ることができる。 
  ① 学識経験者 
  ② 関係団体代表者 
⑵ 連絡協議会に事務局を置き、構成は次のとおりとする。 

  ① こども未来局保育企画課職員 
  ② こども未来局保育指導課職員 
  ③ 教育委員会事務局教育企画課職員 
  ④ 教育委員会事務局学校教育部指導第一課職員 

⑤ 教育委員会事務局学校教育部特別支援教育課職員 
⑥ 教育委員会事務局学校教育部生徒指導課職員 

 
（庶務） 

第４条 連絡協議会の庶務は、教育委員会事務局学校教育部指導第一課及び教育企画課に

おいて処理する。 
 

附 則 
この要綱は、平成２８年１０月１日から施行する。 
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平成３０年１１月２９日  

指 導 第 一 課  

 

平成３０年度第 1 回広島市幼稚園教諭・保育士・保育教諭新規採用者合同研修会について（報告） 
 

１ 目 的  

  広島市内の幼稚園・保育園等において幼児教育・保育に携わる新規採用者が、一堂に会して研修を行うこ

とを通して、本市の教育や保育に係る理解を深めることにより、本市全体の幼児期の教育・保育の質の向上

を図る。 

 

２ 日 時  平成３０年５月１５日（火） １３：５０～１６：４５ 

 

３ 場 所  広島市役所（２階）講堂 

 

４ 対 象  広島市内の幼稚園、保育園、認定こども園等において幼児教育・保育に携わる新規採用者 

（※採用１・２年目） 

５ 参加人数 

市立幼稚園 私立幼稚園 市立保育園 私立保育園 合計 

９人 １６人 ６６人 ９８人 １８９人 

８／１９園 ９／８８園 ６１／９０園 ６１／２３２園 １３９園 

※ 認こ含む   ※ 認こ・認可外等全て含む 

６ 内 容  

 ○ 開会行事：挨拶 広島市教育長  糸山 隆 

「広島市が目指す幼児教育・保育について」 

：挨拶 こども未来局長 滝川 卓男 

「これからの教育・保育を担う職員の皆様へ期待すること」 

○ 講  演：「面白がることは誰も教えることができない」 

～遊びの充実と保育者の援助について～ 

講師：赤坂 榮（東京未来大学非常勤講師 元東京都足立区立おおやたこども園長） 

○ グループワーク：「保育実践を振り返って」 

○ 閉会行事 

 

 

７ 参加者の声（まとめ） 

〇 この研修会は、明日からの幼児教育及び保育に向けて、参考になりましたか。 

とても参考になった 参考になった あまり参考にならなかった ほとんど参考にならない 合計 

１４４人 ４３人 ０人 0 人 １８７人 

 

〇 本研修の良かった点と課題及び今後研修したいこと（主な内容） 
良かった点 

・ 赤坂先生の講演から、子どもを理解するためには子どもの些細な言葉やつぶやきに耳を傾け、子どもを

肯定的に受け止めることが大切であることに改めて気付くことができた。 

・ 講演では、具体的な事例を動画で解説され、保育し始めて 1 か月の私でも、分かりやすかった。 

・ 他園の先生と交流する機会が少ない中、グループワークで公立私立、幼保との交流ができて良かった。 

・ 教育要領や保育指針等の改訂（改定）に伴い、今後も公立私立、幼保合同の研修会で学び合いたい。 

・ グループワークで、他園の先生方と日々の保育で困っていることやどんな活動をしているかなど情報交

換できて非常に良かった。みんな同じ悩みを抱えていて周りも同じなんだと気持ちが楽になった。 

・ グループワークでは、同じ年齢を担当している者同士のグループだったため、悩みを共有しやすく、参

考になることがたくさんあった。また、同年代で話し合うことができ有意義だった。 

・ グループワークでアドバイザーと意見交流することができて良かった。 

課題 

・ グループワークでの時間がもう少し欲しかった。 

・ アドバイザーにもっと気軽に質問したり、交流したりする機会があると嬉しい。 

今後研修したいこと 

・ 保育実践のエピソードやビデオを使っての子ども理解の深め方について。 

・ ビデオや写真を使っての環境づくりの実践例について。 

・ 気になる子どもとのかかわり方について。 

・ 男性保育士向けの研修会や意見交換会 

・ 保護者との関わり、絵本を通した保育、楽器を使った保育、遊びを中心とした保育等について。 
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平成３１年３月１日  

指 導 第 一 課  

 

平成３０年度第２回広島市幼稚園教諭・保育士・保育教諭新規採用者合同研修会について（報告） 
 

１ 目 的  

  広島市内の幼稚園・保育園等において幼児教育・保育に携わる新規採用者が、一堂に会して研修を行うこ

とを通して、本市の教育や保育に係る理解を深めることにより、本市全体の幼児期の教育・保育の質の向上

を図る。 

 

２ 日 時  平成３１年２月１日（金） １３：５０～１６：４５ 

 

３ 場 所  広島市総合福祉センター（BIG FRONT５階） 

 

４ 対 象  広島市内の幼稚園、保育園、認定こども園等において幼児教育・保育に携わる新規採用者 

（※採用１・２年目） 

５ 参加人数 

市立幼稚園 私立幼稚園 市立保育園 私立保育園 合計 

９人 ７人 ６９人 ５０人 １３５人 

７／１９園 ４／８８園 ６３／９０園 ３３／２３２園 １０７園 

※ 認こ含む   ※ 認こ・認可外等全て含む 

６ 内 容  

 ○ 開会行事 

○ 実践発表：広島市立長束幼稚園    教諭  中岡 美代 

「造形遊びを中心とした幼児主体の遊びの工夫について」 

広島市ふくしま第二保育園 保育士 川本 由美 

「遊びを中心とした保育実践を通して」 

○ グループワーク：「保育実践を振り返って」 

○ 閉会行事 

 

７ 参加者の声（まとめ） 

〇 この研修会は、明日からの幼児教育及び保育に向けて、参考になりましたか。 

とても参考になった 参考になった あまり参考にならなかった ほとんど参考にならない 合計 

１００人 ３３人 ０人 0 人 １３３人 

〇 本研修の良かった点と課題及び今後研修したいこと（主な内容） 
良かった点 

・ 実践発表者の新規採用時代の話を聞いて、今の自分の悩みや不安を先輩方も感じていたことが分かり、

とても安心した。 

・ 実践発表に写真等もあり、具体的でとても参考になった。子どもの遊びと１０の姿とのつながりについ

てとても分かりやすかった。 

・ 実践発表では、子どものつぶやきや関心のある遊びを広げた保育について知り、「子ども主体」の保育の

大切さを実感した。また、その遊びを「つなげる」ことが重要であることが分かった。 

・ グループワークでは、各自が持参した資料（写真や作品等）をもとに話し合いを行ったため、その時の

子どものつぶやき等も聞くことができ、非常に分かりやすく、活発に話し合うことができた。 

・ グループワークでは、同じ年齢担当同士が同じグループだったため、アイデアを共有し、新たな発見がた

くさんあった。また、同じ悩みを共有してともに解決策を考えることができ、明日への元気をもらった。 

・ 公立私立、幼稚園保育園等の具体的な取組を聞けたことで、違いを知り、それぞれのよさを知ることが

できた。 

・ 幼児教育アドバイザーに悩みを聞いていただいたり、具体的なアドバイスを聞けたりして参考になった。 

課題 

・ 実践発表がどちらも以上児（３４５歳児）の実践だったので、未満児（０１２歳児）の話も聞きたかった。 

・ グループワークの内容が広かったので、もう少しテーマを絞って話し合うともっと深められたと思う。 

・ 具体物があるととても話しやすい。研修の開催がもう少し早めに分かればより多く準備できたと思う。 

今後研修したいこと 

・ 同じ年齢担当同士のグループだと話の内容を共感できるし、参考にできるので今回のような研修がよい。 

・ 未満児の保育実践についてもっと話を聞きたい。（かみつきや、やめさせたいことの伝え方等） 

・ 発達障害をもつ子どもに対しての支援や保護者対応について聞きたい。 
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幼 児 教 育 ア ド バ イ ザ ー 設 置 要 綱  
 
                                                              

（目的） 

第１条 この要綱は、本市全体の幼児教育・保育の更なる質の向上に資する指導・助言等を幼稚

園、保育園、認定こども園等に行うため、幼児教育・保育の専門的な知見や豊富な実践経験等

を有する幼児教育アドバイザーの設置について、必要な事項を定めるものとする。 

 

（職務） 

第２条 幼児教育アドバイザーは、市内の幼稚園、保育園、認定こども園等の要請に基づき訪問

し、以下の内容等について、指導・助言等を行う。 

⑴ 幼児教育・保育の内容や指導方法等に関すること。 

⑵ 保育者の資質向上に関すること。 

 ⑶ 幼児教育・保育の研修に関すること。 

 ⑷ 保護者支援、組織マネジメント等に関すること。 

 

（委嘱） 

第３条 幼児教育アドバイザーは、幼稚園、保育園、認定こども園等の要請内容に応じて、次の

いずれかの経験を有する者の中から、教育委員会が委嘱する。 

 ⑴ 幼児教育の専門的な知見や豊富な実践経験を有する者 

⑵ 幼児教育施設等における一定の職務経験や研修履歴等を有する者 

⑶ 幼児教育施設における公衆衛生や危機管理、児童心理、特別支援教育等について専門性を有 

する者 

 ⑷ その他教育委員会が幼児教育アドバイザーとして適切と認めた者 

  

（経費） 

第４条 幼児教育アドバイザー設置に必要となる経費は市が負担する。 

 

（庶務） 

第５条 幼児教育アドバイザーに関する庶務は、教育委員会事務局学校教育部指導第一課及び教育

企画課において処理する。  

 

附 則 

  この要綱は、平成２８年９月１５日から施行する。 

 

資料８
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幼 児 教 育 ア ド バ イ ザ ー 設 置 要 綱  
 
                                                              

（目的） 

第１条 この要綱は、本市全体の幼児教育・保育の更なる質の向上に資する指導・助言等を幼稚

園、保育園、認定こども園等に行うため、幼児教育・保育の専門的な知見や豊富な実践経験等

を有する幼児教育アドバイザーの設置について、必要な事項を定めるものとする。 

 

（職務） 

第２条 幼児教育アドバイザーは、市内の幼稚園、保育園、認定こども園等の要請に基づき訪問

し、以下の内容等について、指導・助言等を行う。 

⑴ 幼児教育・保育の内容や指導方法等に関すること。 

⑵ 保育者の資質向上に関すること。 

 ⑶ 幼児教育・保育の研修に関すること。 

 ⑷ 保護者支援、組織マネジメント等に関すること。 

 

（委嘱） 

第３条 幼児教育アドバイザーは、幼稚園、保育園、認定こども園等の要請内容に応じて、次の

いずれかの経験を有する者の中から、教育委員会が委嘱する。 

 ⑴ 幼児教育の専門的な知見や豊富な実践経験を有する者 

⑵ 幼児教育施設等における一定の職務経験や研修履歴等を有する者 

⑶ 幼児教育施設における公衆衛生や危機管理、児童心理、特別支援教育等について専門性を有 

する者 

 ⑷ その他教育委員会が幼児教育アドバイザーとして適切と認めた者 

  

（経費） 

第４条 幼児教育アドバイザー設置に必要となる経費は市が負担する。 

 

（庶務） 

第５条 幼児教育アドバイザーに関する庶務は、教育委員会事務局学校教育部指導第一課及び教育

企画課において処理する。  

 

附 則 

  この要綱は、平成２８年９月１５日から施行する。 

 

幼児教育アドバイザー実施要領 

 

１ 目的 

  幼児教育アドバイザーは、本市全体の幼児教育・保育の更なる質の向上を図るため、幼稚園、

保育園、認定こども園等を訪問し、各種相談業務や支援、指導・助言等（以下「指導・助言等」

という。）を行う。 

  また、幼稚園、保育園、認定こども園等からの要請に応じて、園内研修講師を務める。 

 

２ 対象 

  市内の幼稚園、保育園、認定こども園等 

 

３ 内容 

  幼児教育アドバイザーは、市内の幼稚園、保育園、認定こども園等の要請に基づき訪問し、以

下の内容等について、指導・助言等を行う。 

 ⑴ 幼児教育・保育の内容・指導方法等に関すること。 

 ⑵ 保育者の資質向上に関すること。 

 ⑶ 幼児教育・保育の研修に関すること。 

 ⑷ 保護者支援、組織マネジメント等に関すること。 

 

４ 訪問日時 

  月～土曜日の９時～17時を原則とする。 

  

５ 訪問者 

  市内の幼稚園、保育園、認定こども園等の要請に基づく幼児教育アドバイザー 

※その他幼児教育に係わる担当課職員も同行する場合がある。 

 

６ 実施方法 

⑴ 訪問を要請する幼稚園、保育園、認定こども園等は、幼児教育アドバイザー訪問依頼書（様 

式１）を教育委員会事務局学校教育部指導第一課（以下「指導第一課」という。）に提出する。 

⑵ 訪問依頼書に基づき、訪問を要請する幼稚園、保育園、認定こども園等と指導第一課・こど

も未来局保育指導課及び幼児教育アドバイザーが、事前打ち合わせを行い、訪問を実施する。 

 ⑶ 訪問実施後、訪問園は、幼児教育アドバイザー訪問に係る報告（様式２）を指導第一課に提

出する。 

 

７ 経費 

  この事業を実施するために必要となる次の経費は、本市の支出基準に基づき市が負担する。 

 ⑴ 報償費（幼児教育アドバイザー講師謝金） 

 ⑵ 普通・特別旅費（幼児教育アドバイザー園訪問） 

 ⑶ 保険料（傷害保険：スポーツ振興センター未加入幼児分 

       スポーツ安全保険：幼児教育アドバイザー） 

 

８ 委嘱期間 

  委嘱を受けた日から１年間とする。ただし、年度は超えないこととする。 

 

９ その他 

  この事業を通して知り得た事は、市は原則として公表しない。ただし、本市全体の幼児期の教

育・保育の質の向上を図る上で役立つ情報は、個人が特定できる内容を除き、関係機関の承諾を

得た上で、公表・周知する。 

資料９
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様式１ 
平成  年  月  日 

広島市教育委員会事務局総務部  
教 育 企 画 課 長 宛 
 

（申請者） 
住   所                  
園・校 名                  
園・校代表者名                

 
幼児教育アドバイザー訪問依頼書 

  
幼児教育アドバイザーの派遣を下記のとおり希望し、依頼します。 
 

記 
 
１ 園（学校）の概要（※要覧やパンフレット等の資料がある場合は一緒に送付してください。） 

園・校名  

職 員 数  

園児・児童数  

                       ※職員数及び園児・児童数は申請日現在の人数 
２ 訪問希望内容 

希望内容 
 

※希望のテーマ
に○をつけ、内
容をできるだけ
具体的に記入し
てください。 

〈テーマ〉 
１ 教育・保育の内容・支援方法 
２ 保育者の資質向上 
３ 特別支援教育 
４ 幼児教育・保育の研修 
５ 保護者支援 

６ 組織マネジメント 
７ 幼保小連携 
８ 発達や学びの連続性 
９ その他（            ） 

〈内 容〉 

 

 

 

 

※派遣を希望するアドバイザーが決まっている場合は、この欄に記入してください。 

対象人数 
職員（    ）人、園児(    ）人、保護者（   ）人、その他（   ）人 

※ 園児のうち保険未加入者（   ）人 

希望日時 

第１希望 第２希望 第３希望 

  月  日 （  ） 

： ～ ： 

 月  日 （  ） 

： ～ ： 

  月  日 （  ） 

：  ～  ： 
 
３ その他 ※ご要望がありましたらご記入ください。 
 

 
４ 連絡担当者名 

 

担当者 職名  名前  

電話番号☎  

メールアドレス  

資料 10
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様式２ 
平成  年  月  日  

広島市教育委員会事務局総務部 
教 育 企 画 課 長 宛 
 

幼児教育アドバイザー訪問実施報告書 

 

※訪問日から、おおむね一週間以内に提出してください。 

 

 

 ＊教育委員会記入欄（訪問施設は記入しないでください。）   

指導助言等（   ）ｈ，相談業務（   ）ｈ 

園・校名  代表者名  

研修テーマ 
 

日   時 平成  年  月  日（  ）   ：   ～   ： 

幼児教育アドバイザー 

氏   名 

 

訪問内容 
 
 
 
 
 
 

訪問成果 

 

（その他） 

幼児教育アドバイザー 

訪問に関する感想等 
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様式１ 
平成  年  月  日 

広島市教育委員会事務局総務部  
教 育 企 画 課 長 宛 
 

（申請者） 
      団 体 名        公民館    

代表者名 館長             
幼児教育アドバイザー訪問依頼書（公民館用） 

  
幼児教育アドバイザーの派遣を下記のとおり希望し、依頼します。 
 

記 
 
１ 事業の概要 

事 業 名  

公 民 館  公民館 

参加予定者数 乳幼児保護者    人 

                        
２ 訪問希望内容 

場 所          区          公 民 館 

希望内容 
※希望のテーマ
に○をつけ、内
容をできるだけ
具体的に記入し
てください。 

〈テーマ〉 
１ 教育・保育の内容・支援方法 
２ 保育者の資質向上 
３ 特別支援教育 
４ 幼児教育・保育の研修 
５ 保護者支援 

６ 組織マネジメント 
７ 幼保小連携 
８ 発達や学びの連続性 
９ その他（            ） 

【 内 容 】 

  

 

 

 

 

 

  

※派遣を希望するアドバイザーが決まっている場合は、この欄に記入してください。 

希望日時 

第１希望 第２希望 第３希望 

月  日 （  ） 

： ～ ： 

 月  日 （  ） 

： ～ ： 

  月  日 （  ） 

：  ～  ： 
 
３ その他 ※ご要望がありましたらご記入ください。 
 

 
４ 連絡担当者名 

 
 

担当者 職名  名前  

電話番号☎  

メールアドレス  

 

― 30 ―



様式２ 
平成  年  月  日  

広島市教育委員会事務局総務部 
教 育 企 画 課 長 宛 
 

幼児教育アドバイザー訪問実施報告書（公民館用） 

 

※訪問日から、おおむね一週間以内に提出してください。 

 

 ＊教育委員会記入欄（訪問施設は記入しないでください。）   

指導助言等（   ）ｈ，相談業務（   ）ｈ 

団体名         公民館 館長  

テ ー マ  

日   時 平成  年  月  日（  ）   ：   ～   ：   

場   所     区             公 民 館 

幼児教育アドバイザー 

氏   名  

訪問内容 

参加人数  

 

訪問成果 

 

幼児教育アドバイザーの訪問について教えてください。 
 
質問１ 内容は満足いくものでしたか。 

     ①満足  ②やや満足  ③やや不満  ④不満 
 
質問２ 今後も幼児教育アドバイザーを活用したいと思いますか。 

     ①活用したい  ②どちらともいえない  ③活用しない 
 
質問３ 質問２で選んだ回答の理由を教えてください。 

（その他） 

幼児教育アドバイザー 

訪問に関する感想等 
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様式１ 
平成  年  月  日 

広島市教育委員会事務局総務部  
教 育 企 画 課 長 宛 
 

（申請者） 
       団 体 名            

代 表 者            
幼児教育アドバイザー訪問依頼書（個人主催者用） 

  
幼児教育アドバイザーの派遣を下記のとおり希望し、依頼します。 
 

記 
 
１ 事業の概要 

団 体 名  

会 員 数  

参加予定者数 大人    人 ・乳幼児     人 

                        
２ 訪問希望内容 

場 所          区        公 民 館 

希望内容 
※希望のテーマ
に○をつけ、内
容をできるだけ
具体的に記入し
てください。 

〈テーマ〉 
１ 教育・保育の内容・支援方法 
２ 保育者の資質向上 
３ 特別支援教育 
４ 幼児教育・保育の研修 
５ 保護者支援 

６ 組織マネジメント 
７ 幼保小連携 
８ 発達や学びの連続性 
９ その他（            ） 

開催行事名  

【 内 容 】 

  

 

 

  

 

 

※派遣を希望するアドバイザーが決まっている場合は、この欄に記入してください。 

希望日時 

第１希望 第２希望 第３希望 

 月   日 （ ）   

： ～ ： 

 月  日 （  ） 

： ～ ： 

  月  日 （  ） 

：  ～  ： 
 
３ その他 ※ご要望がありましたらご記入ください。 
 

 
４ 連絡担当者名 

 

担当者 職名  名前  

電話番号☎  

メールアドレス  
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様式２ 
平成  年  月  日  

広島市教育委員会事務局総務部 
教 育 企 画 課 長 宛 
 

幼児教育アドバイザー訪問実施報告書（個人主催者用） 

 

※訪問日から、おおむね一週間以内に提出してください。 

 

 ＊教育委員会記入欄（訪問施設は記入しないでください。）   

指導助言等（   ）ｈ，相談業務（   ）ｈ    

団体名  代表者名  

テ ー マ  

日   時 平成３０年  月  日（   ）   ：   ～   ：   

場   所     区            公 民 館 

幼児教育アドバイザー 

氏   名  

訪問内容 

参加人数 大人    人・乳幼児    人 

開催事業名  

 

訪問成果 

 

幼児教育アドバイザーの訪問について教えてください。 
 
質問１ 内容は満足いくものでしたか。 

     ①満足  ②やや満足  ③やや不満  ④不満 
 
質問２ 今後も幼児教育アドバイザーを活用したいと思いますか。 

     ①活用したい  ②どちらともいえない  ③活用しない 
 
質問３ 質問２で選んだ回答の理由を教えてください。 

（その他） 

幼児教育アドバイザー 

訪問に関する感想等 
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え
み

こ

⑯
米

川
恵

美
子

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

子
ど

も
達

の

笑
顔

が

大
好

き
で

す
。

(^
^)

み
や

ざ
き

れ
い

こ

⑮
宮

崎
礼

子
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

幼
子

の

よ
り

良
い

育
ち

を

目
指

し
,共

に

励
み

ま
し

ょ
う

。

つ
ま

る
さ

な
え

⑦
津

丸
早

苗
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

笑
顔

い
っ

ぱ
い

応
援

し
ま

す
。

た
か

き
き

よ
み

⑥
高

木
淨

美
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

若
い

先
生

の

お
助

け
マ

ン
!!

い
は

ら
た

か
こ

②
井

原
貴

子
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

和
と

愛
の

心
で

学
び

・
育

ち
あ

う

研
修

推
進

を

図
り

ま
し

ょ
う

。

特
別

支
援

教
育

、

奥
が

深
い

で
す

ね
。

ま
す

だ
み

ゆ
き

⑭
増

田
美

由
紀

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

笑
顔

で

わ
ら

べ
う

た
遊

び

を
伝

え
ま

す
。

さ
さ

き
な

お
み

⑤
佐

々
木

尚
美

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

共
に

対
話

的
な

学
び

で

資
質

向
上

を
！

な
わ

は
ら

え
り

⑨
名

和
原

恵
理

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

保
育

を
見

直
す

き
っ

か
け

作
り

を

お
手

伝
い

し
ま

す
。

ま
さ

ご
ひ

ろ
こ

⑬
真

砂
浩

子
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

微
力

な
が

ら

お
手

伝
い

し
ま

す
。

一
緒

に
考

え

ま
し

ょ
う

。

い
で

た
か

こ

①
井

手
隆

子
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

子
ど

も
達

の

大
き

く
な

り
た

い

願
い

に
寄

り
添

っ
て

、

一
緒

に
考

え
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
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～ 平成３０年度 幼児教育アドバイザー派遣案内 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幼児教育アドバイザーの具体的な活用方法】  

★講演会 ★研修会 ★行事などで！ 

（テーマ）○教育・保育の内容・支援方法 ○保育者の資質向上  

○特別支援教育        ○保護者支援    ○幼児教育・保育の研修  

○組織マネジメント      ○幼保小連携    ○発達や学びの連続性 等 

 

【問合せ先】 

広島市教育委員会事務局 総務部教育企画課 担当：森本主事  

電話番号：（０８２）５０４－２４９６   FAX 番号：（０８２）５０４－２５０９ 

E-mail : kyo-kikaku@city.hiroshima.lg.jp . 

広島市教育委員会 

② 訪問終了後、「幼児教育

アドバイザー訪問実施報

告書」をＦＡＸ・メールで 

ご提出ください。 

広島市教育委員会では、本市全体の幼児教育・保育の更なる質の向上
を図るため、幼児教育・保育の専門的な知見や豊富な経験等を有する 
「幼児教育アドバイザー」を派遣します。 

① 希望の日時や研修内容、講師など

を「幼児教育アドバイザー訪問依頼

書」に記入し、ＦＡＸ・メールでご

提出ください。 

訪 問 先 

幼稚園、保育園、認定こども園

はもちろん、小学校へも訪問し

ます。 

 

 
「幼児教育アドバイザー訪問依頼書」、

「幼児教育アドバイザー訪問実施報告

書」は教育委員会のＨＰからダウンロ 

ードできます。 

訪問日・訪問者が決定した
ら教育委員会からお知らせ
します。 

  広島市ホームページ  > 子育て・教育  > 教育委員会  > 幼児教育アドバイザー派遣の御案内 

「幼児教育アドバイザー訪問依頼書」等のダウンロードはこちらから   

費 用 

幼児教育アドバイザー訪問に費

用はかかりません。 

対 象 

教職員・保育者・保護者 等 

訪問日時 

月～土曜日の９時～１７時

を原則としています。 

（なお、訪問時間は相談に応

じます。） 
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